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江
戸
川
立
教
会
は
、去
る
５
月

22
日
、タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
舩
堀
で
設

立
10
周
年
の
記
念
式
典
を
行
い

ま
し
た
。第
10
回
定
期
総
会
の
後
、

江
戸
川
区
民
の
皆
様
に
も
参
加

を
募
り
、本
学
Ｏ
Ｇ
で
ホ
ッ
ピ
ー

ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
社
長
の
石
渡
美
奈

氏
に
よ
る
記
念
講
演「
社
長
が
変

わ
れ
ば
社
員
も
変
わ
る
」を
行
な

い
、経
営
者
と
し
て
の
苦
労
話
を

紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。講
演
後

の
懇
親
会
で
は
吉
岡
新
総
長
様
、

糸
魚
川
理

事
長
様
を

始
め
と
す
る

学
院
関
係

者（
江
草
校

友
会
長
様

は
総
会
の
み

御
出
席
）や

近
隣
の
校

友
会
関
係

者
を
お
招

き
し
、総
勢

　

２
０
１
０
年
７
月
24
日
、第
２

回
軽
井
沢
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ

ブ
を
開
催
致
し
ま
し
た
。昨
年
同

様
、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
加
え
、今
年

は
ラ
ン
チ

会
等
を
企

画
し
、
夕

方
に
は
ゴ

ル
フ
・
ラ

ン
チ
組
が

合
流
し
、

懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
を

開
き
ま
し

た
。
ラ
ン

　

練
馬
立
教
会
は
30
周
年
を
迎

え
、記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま

し
た
。立
教
校
友
会
会
長
・
江
草

忠
敬
様
、第
19
代
総
長
・
吉
岡
知

哉
様
、立
教
学
院
理
事
長
・
糸
魚

川
順
様
の
ご
来
賓
を
い
た
だ
き
、

各
地
域
立
教
会
の
方
も
大
勢
お

越
し
下
さ
い
ま
し
た
。Ｓ
55
年
〜

Ｈ
14
年
卒
の
新
規
会
員
７
名
を

含
む
総
勢
80
名
余
り
の
参
加
が

あ
り
、立
教
大
学
体
育
会
応
援
団

の
皆
様
の
、チ
ア
・
校
歌
・
エ
ー

ル
を
い
た

だ
き
、
宴

席
を
締
め

括
り
ま
し

た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

開
設
発
表

も
あ
り
、

新
た
な
歴

史
の
第
一

歩
を
踏
み

出
し
始
め

ま
し
た
。

　

７
月
28
日
葛
飾
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ヒ
ル
ズ
に
お
い
て
葛
飾
立
教
会

主
催
で（
社
）日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー

機
構
会
長
小
泉
直
氏（
36
経
・
ゴ

ル
フ
部
O
B
）に
よ
る
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
葛
飾
立

教
会
を
は
じ
め
、近
隣
立
教
会
の

方
々
、葛
飾
桜
門
会（
日
大
O
B
）

の
方
々
も
多

数
参
加
し

盛
大
に
行

わ
れ
ま
し

た
。講
演
は

「
時
代
の
変

化
へ
の
的
確

な
対
応
」で

今
話
題
の

石
川
遼
君

　

三
島
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
関
威
明
会
長
）で
は
、19
名
の
出

席
の
も
と
に
２
０
１
０
年
度
総

会
・
懇
親

会
を
行
い
、

あ
わ
せ
て

石
井
淳
夫

前
会
長
に

校
友
会
か

ら
の
表
彰

状
の
伝
達

式
を
行
い

ま
し
た
。

　

福
井
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

福
井
地
区
と
若
狭
地
区
と
の
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日

は
若
狭
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
後
、会
員
の
藤

原
喜
巳
男
氏（
47
観
）、藤
原
清
次

氏（
51
法
）経
営
の
小
浜
市「
ホ
テ

ル
せ
く
み
や
」に
て
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ

学
生
時
代
や
地
域
の
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。尚
、藤
原
清
次
氏（
写

真
前
列
右
）

は「
オ
バ
マ

大
統
領
を

勝
手
に
応

援
す
る
会
」

の
代
表
で
も

あ
り
ま
す
。

　

 

立
川
立
教
会
創
立
30
周
年
記

念
総
会
・
祝
賀
会
が
第
一
食
堂
２

階「
藤
だ
な
」で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総
会
に
先
立
ち
チ
ャ
ペ
ル
に

て
吉
岡
総
長
、小
出
校
友
会
副
会

長
は
じ
め
大
学
関
係
者
ご
出
席
の

下
、記
念
礼
拝
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。礼
拝
終
了
後
、吉
岡
総
長
よ

り「
立
教
大
学
の
今
」と
題
し
て
お

話
を
賜
り
ま
し
た
。立
川
立
教
会

岡
部
直
士
会
長（
51
営
）は
じ
め

約
30
名
の

会
員
が
参

加
し
て
昔

を
懐
か
し

み
な
が
ら

楽
し
い
ひ

と
と
き
を

過
ご
す
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　

雨
宮
会
長（
31
文
社
）の
開
会

挨
拶
で
は「
第
３
回
千
葉
県
校
友

の
集
い
」（
10
月
開
催
）に
言
及
し

参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。活
動

報
告
の
中
で
、今
年
も「
六
大
学
対

抗
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」で
立
教
チ
ー

ム
優
勝
と
の
報
に
喜
び
合
い
ま

し
た
。母
校
か
ら
は
校
友
会
事
務

局
坂
本
輝
彦
氏
、募
金
室
宇
野
裕

樹
氏
が
出
席
、大
学
の
近
況
を
話

さ
れ
ま
し

た
。
記
念

講
演
は
お

馴
染
み
の

石
上
瑠
美

子
氏（
松

戸
シ
テ
ィ

ガ
イ
ド
会

長
）
か
ら

「
千
葉
大

学
園
芸
学

部
と
与
謝

野
晶
子
」

の
テ
ー
マ

で
興
味
深

　

鈴
木
敦
校
友
会
事
務
局
長
を

お
迎
え
し
て
本
年
度
総
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。今
回
の
役
員
改

正
で
は
、実
働
部
隊
で
あ
る
事
務

局
の
大
幅
若
返
り
を
図
り
ま
し

た
。数
年
惨
敗
に
甘
ん
じ
て
い
る

「
市
内
六
大
学
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」

で
の
リ
ベ
ン
ジ
、恒
例
の
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
の
再
開
、等

に
新
し
い
力
に
期
待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
早

速
夏
休
み

に
は
、
親
子

で
楽
し
め
る

企
画
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
す
べ

て
、
先
輩
諸

氏
の
温
か
い

見
守
り
と
心

強
い
応
援
あ

　

大
学
か
ら
宇
野
様
、小
島
様
両

名
を
お
招
き
し
、東
京
、横
浜
、海

老
名
、藤
沢
、秦
野
等
の
校
友
の
ご

参
加
も
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま

し
た
。池
田
智
子
氏（
41
社
）熊
坂

愛
子
氏（
50
経
）の
司
会
に
よ
り
、

山
口
巌
雄
会
長（
40
営
）の
挨
拶
、

来
賓
挨
拶
に
続
き
、校
友
会
か
ら

の
感
謝
状
が
前
会
長
志
村
文
男

氏（
30
文
社
）高
橋
絹
代
氏（
37

英
）に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ

て
校
歌
、応
援
歌
を
合
唱
、懇
談

会
へ
と
進
み
、最
後
に
鶴
田
宣
義

氏（
30
営
）の
指
揮
で
万
歳
三
唱
解

散
致
し
ま
し
た
。な
お
、「
厚
木
立

教
会
」で
は
忘
年
会
を
11
月
27
日

（
土
）17
時
よ
り
市
内
七
沢
温
泉

元
湯
玉
川
館

で
予
定
し
て

い
ま
す
。
近

隣
の
校
友
の

参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま

す
。

　

懇
親
会
を
兼
ね
て
の
総
会
は
、

会
員
27
名
の
参
加
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。総
会
で
は
幹
事
よ

り
、母
校
の
近
況
報
告
、新
入
会

員
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。大
友

氏
、三
井
氏
に
校
友
会
か
ら
の
感

謝
状
授
与
を
行
い
、ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
で
２
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
、さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、世

界
選
手
権
で
男
子
日
本
監
督
を

 

カ
ナ
ダ
立
教
会
は
恒
例
の
夏
の

B
B
Q
を
8
月
14
日
、例
年
通
り

前
川
の
自
宅
で
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
と
は
い
え
、夏
休
み
時
期
の

最
中
で
も
あ
り
、今
年
は
参
加
者

が
少
な
い
集
ま
り
に
な
り
ま
し
た

が
、集
ま
っ
た
面
々
で
有
り
余
る

ご
馳
走
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

写
真
を
賑

や
か
に
し
た

く
て
、
色
本

さ
ん
が
お
連

れ
に
な
っ
た

犬
も
参
加

し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

務
め
ら
れ
、こ
の
た
び
長
年
の
政

界
か
ら
引
退
さ
れ
る
田
名
部
匡

省
氏
に
会
員
一
同
か
ら
花
束
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。懇
親
会
で
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、

最
後
に
ス
ク

リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
た

母
校
を
見
な

が
ら
、校
歌
・

応
援
歌
を
声

高
ら
か
に
歌

い
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
会

し
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
地
元
の
J
リ
ー
グ

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
F
C
東
京
の
応

援
と
地
域
交
流
を
兼
ね
て
、立
教

会
の
有
志
が
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。味
の

素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
観
客
が
持
込
む

ビ
ン
や
カ
ン
の
飲
物
を
紙
コ
ッ
プ

に
移
し
替
え
、ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に

は
世
界
一
美
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
づ

く
り
を
呼
び
か
け
る
垂
れ
幕
を

も
っ
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
一
周
、そ

し
て
試
合

終
了
後
は
ス

タ
ン
ド
の
ゴ

ミ
収
集
と
、

猛
暑
の
さ
な

か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

に
汗
を
な
が

し
ま
し
た
。

の
話
等
、普
段
な
か
な
か
聞
け
な

い
話
を
多
数
聞
く
こ
と
が
で
き
、

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
も
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

チ
会
の
開
会
を
佐
藤
泰
春
会
長

か
ら
、ま
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の

開
会
を
俣
木
盾
夫
副
会
長
か
ら

ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
後
、山
口
登

幹
事
長
の
司
会
で
会
は
盛
り
上

が
り
、ラ
ス
ト
は
暑
さ
を
吹
き
飛

ば
す
第
１
応
援
歌
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

い
お
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。晶
子

は
松
戸
に
招
か
れ
た
折
に
60
首

詠
ん
だ
と
の
こ
と
。ま
た
、石
上
氏

は
募
金
に
よ
り
、そ
の
丘（
千
葉
大

構
内
）に
念
願
の
歌
碑
を
建
て
ま

し
た
。懇
親
会
は
楽
し
く
進
め
ら

れ
、再
会
を
約
し
て
閉
会
。

れ
ば
こ
そ
、と
事
務
局
は
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。川
口
立
教
会
は

結
束
力
が
自
慢
で
す
。

70
名
で
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

厚
木
市
王
子
２
‐
11
‐
７

　
　

０
４
６・２
２
４・０
１
８
８

厚
木
立
教
会
事
務
局　

若
尾
哲

朗

（
金
原　

記
）

（
江
原
真
澄記）

海
外
・

地
域

校

友

の

広

場

S
T

.
P

A
U

L
'

S
 

A
L

U
M

N
I

校

友

の

広

場

（
武
藤　

記
）

（
多
田　

記
）

江
戸
川
立
教
会
設
立

10
周
年
を
迎
え
る

'10
・
5
・
22

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
舩
堀

（
須
賀　

記
）

福
井
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

'10
・
5
・
29

若
狭
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

小
浜
市「
ホ
テ
ル 

せ
く
み
や
」

（
副
幹
事
長
・
田
中
義
人　

記
）

※
い
た
だ
い
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、編
集
の
都
合
上
、変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
校
友
の
広
場
」に
は
常
に
多
数
の
応
募
が
あ
り
、現
在
な
か
な
か
タ
イ
ム
リ
ー
に
ご
掲
載
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。原
則
と
し
て
年
間
一
団
体
、一
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
口
立
教
会
総
会

'10
・
6
・
5

江
南
春

（
岡
田　

記
）

厚
木
立
教
会
の
集
い（
総
会
）

'10
・
6
・
20

厚
木
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル

（
若
尾　

記
）

FAX
TEL八

戸
立
教
会
総
会
・
懇
親
会

'10
・
6
・
25

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

【
出
席
者
】

三
井
良
友

畑
中
善
郎

細
越
英
樹

浪
打
武
彦

淡
路
正
弘

中
川
原
俊
雄

堀
口
康
範

佐
々
木
稔
宏

中
嶋
美
幸

大
友
善
二
郎

神
山
公
佑

平
光
ル
ミ
子

大
久
保
宗
朝

工
藤
俊
夫

西
村　

哲

高
橋
直
彦

東
海
林
信
幸

菅
原
和
彦

田
名
部
匡
省

秋
山
光
雄

福
井
真
三

南
部
恭
秀

梅
内
克
明

高
橋
俊
行

坂
本
憲
子

小
久
保
純
一

松
永
大
助 

（
浪
打　

記
）

松
戸
立
教
会
第
６
回
定
時
総
会

'10
・
6
・
26

松
戸
商
工
会
館

（
丹
治　

記
）

三
島
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

'10
・
6
・
27

伊
豆
長
岡
温
泉

「
い
づ
み
荘
」

（
関
野　

記
）

立
川
立
教
会

創
立
30
周
年
記
念
総
会

'10
・
7
・
3

第
一
食
堂

藤
だ
な

練
馬
立
教
会
30
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ

'10
・
7
・
23

第
一
食
堂

第
２
回
軽
井
沢
セ
ン
ト

ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

'10
・
7
・
24

ホ
テ
ル
鹿
島
の
森

軽
井
沢
72
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

葛
飾
立
教
会

'10
・
7
・
28

葛
飾

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ

カ
ナ
ダ
立
教
会 

夏
の
B
B
Q

'10
・
8
・
14

前
川
宅（

前
川　

記
）

東
京
府
中
・
調
布
立
教
会
が

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

'10
・
8
・
21

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

（
38
経 

岡
田
倫
政　

記
）

ご協力お願い申し上げます。 

　今回同封の振込用紙にてご入金をお願いします。振込用
紙を紛失された方は校友会事務局までご連絡ください。

納入方法について

維持会費は一口3,000円以上で
　会員の皆様には一人一口3,000円以上での納入をお
願いしております。

　校友会ではこの「セントポール」誌発行をはじめ、様々な
校友会の活動をご支援いただくため、維持会費の納入をお
願いしております。昨年は5,000件・約2,000万円の
ご協力をいただきました。これからの校友会発展のために
もどうぞご支援をよろしくお願い申し上げます。
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